
視察報告書 
委 員 会 名 市民福祉常任委員会 

視 察 日 時 令和元年 11 月 6 日（水）10：30～12：00 

視 察 先 石川県白山市 

視 察 項 目 子ども・子育て支援事業、児童虐待防止施策について 

視察参加議員 笹栗純夫、三嶋栄幸、後藤宏爾、加茂正彦、長田秀樹 

視察概要 

白山市の概要 人口 113,459 人 世帯数 44,050 世帯 総面積 754.93 ㎢ 

平成 17 年 2 月、1 市 2 町 5 村の合併により誕生し、石川県の加賀地方の中央部、県都金

沢市の南西に隣接している。白山国立公園や県内最大の流域を誇る一級河川手取川、日本海

など、山、川、海の豊かな自然に恵まれ、海岸部から山間部まで、およそ 2,700ｍの標高差

と環境変化に富んだ市全域を「白山手取川ジオパーク」として日本ジオパークに認定されて

いる。 

「住みよさランキング２０１９」では、白山市が全国１位に選ばれ、子ども医療費の助成に

おいても 1位と子育て支援が充実した市である。本市と比較する為にも人口、地形等類似す

る白山市において、子ども・子育て支援、児童虐待施策の概要、成果、課題を視察する。 

視察内容について 

〈子ども・子育て支援事業〉 

  平成２７年度から平成３１年度までの５ヶ年で、子ども・子育て支援事業計画を策定し、 

「子育ち、親育ち、地域育ち」の基本理念に基づき、３つの基本目標を掲げ事業を取り組ん  

でいる 

〇子どもの心身の健やかな成長を育む環境づくり 

〇子どもを安心して育てることができる環境づくり 

〇地域で子どもや家庭を支える環境づくり 

 子ども・子育て支援課の取り組み 

児童福祉係 

 ・児童手当に関する事…中学生まで支給 

 ・ひとり親支援に関する事…18 歳まで児童扶養手当、職業訓練等給付金、ホームフレンド

学習支援ボランティア、ショートステイ 

 ・子ども食堂に関する事…5回以上/年間の開催で 25,000～60,000 円の補助、無償食材提供

の個人団体（８件）の地元応援リストの紹介、子ども食堂ネットワーク（１１団体） 

 ・子育て支援医療給付に関する事…18 歳まで医療費自己負担額無料（予算４億２千万） 

 ・少子化対策に関する事…18 歳まで 2 人以上の子どもをもつ家庭に協賛企業によるプレミ

アムパスポート事業、婚活支援としてハッピーワイルドストロベリー事業、新生児宅を訪

問する新生児誕生訪問 

   



保育係 

 保育所運営に関する事、入退所の事務、利用料徴収、子育て支援等の事業運営を行う 

 マイ保育事業、一時保育事業、地域子育て支援拠点事業、幼児保育事業、延長保育事業、子

育て世代包括支援センターの設置、子ども相談室 

  子ども育成係 

 子育てサークル、子育て広場、ファミリーサポートセンター、１３館ある児童館・児童セン

ター、放課後児童クラブ 

児童館・児童センターの設置  

  乳幼児から中高生まで幅広い子どもたちが、いろいろな遊びを体験し、ふれあう場所 

   ・教育施設（図書館・文化会館・公民館）との併設  ３か所 

   ・保育所（放課後児童クラブ含む）との併設     ２か所 

   ・単独施設                    ６か所 

   ・放課後児童クラブとの併設            ２か所 

                          計１３か所 

  

〈児童虐待防止施策〉 

 平成１９年４月、子どもに関する相談・救済体勢の整備を図ることを目的として、健康福祉

部及び教育委員会部局の相談窓口を一元化し、「子ども相談室・家庭児童相談室」を開設 

 開設後の２０～４０件だった相談件数は、ここ３年で４８４件、９００件、８９２件と増加。

子ども電話相談カードを市内全ての小中学校の児童生徒に配布するなど、広報活動と啓発が

すすみ、また、平成２９年には、子ども相談室・家庭児童相談室をはじめとする様々な相談

窓口と、学校、警察署、保育施設、病院、保健所等により、要保護児童対策地域対協議会を

設置。虐待の早期発見や子育て支援につながっている。 

 相談者においても父母からの相談が非常に多く、虐待通告は支援の窓づくりと理解し、決し

て加害者作りではないことの啓発もすすんでいる。 

 

本市にとって活用すべき事項・課題 

 子ども子育て支援事業においては、現在の支援事業の継続と充実を推進し、糸島市向きの新

しい支援事業の整備が必要ではないか。また、白山市の児童館・児童センターや子ども食堂に

みられるように、子どもの遊び場・交流の場・友達作りの場が糸島市には少ないのではないか。 

 児童虐待防止施策については、各関係機関の連携が必須であり、協議会の設立等により情報

発信・共有、啓発をすすめていくことが大事。また、白山市の例を見るかぎり保護者、父母か

らの相談が多い。これは、子育てに悩んで困っている父母の方々の救済という視点で、安心し

て相談できる環境づくり、支援の窓づくりをさらに推進していくべきである。 

 

 
 


